
哲
学
研
究

　
第
六
百
五
号

六
四

哲
学
研
究
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な
媒
体
、
そ
れ
が
雑
誌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
京
都
学
派
の
誕
生
と
成
長
は
、
や
は
り

『
哲
学
研
究
』
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
こ
の
発
表
で
は
、
学
派
成
立
直
前

か
ら
最
盛
期
、
つ
ま
り
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
焦
点
を
当
て
て
、『
哲
学
研
究
』
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た

の
か
を
具
体
的
に
描
き
、
そ
こ
か
ら
第
六
百
号
記
念
特
集
号
で
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
本
誌
の
特
徴
を
示
し
て
み
た
い
。
京
都

学
派
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
こ
の
約
十
年
間
、
編
集
者
と
し
て
雑
誌
を
支
え
た
の
が
中
井
正
一
で
あ
っ
た
。
こ
の

中
井
の
役
割
に
も
注
目
し
、
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
　『
哲
学
研
究
』
の
成
立
と
そ
れ
を
支
え
る
体
制

著
者
は
、
二
〇
一
八
年
度
よ
り
京
都
哲
学
会
の
活
動
の
企
画
と
『
哲
学
研
究（

1
）

』
の
編
集
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
折
し
も
京
都
大
学

の
付
属
図
書
館
が
本
学
の
紀
要
電
子
化
と
い
う
事
業
を
開
始
し
た
た
め
、
そ
の
一
環
と
し
て
、『
哲
学
研
究
』
の
全
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
在
庫
を
確
認
す
る
必
要
が
出
た
。
大
量
の
雑
誌
が
倉
庫
に
未
整
理
の
ま
ま
散
ら
ば
っ
て
い
た
が
、
文
学
研
究
科
宗
教
学
専
修
の
浦
井

聡
さ
ん
、
ほ
か
の
学
生
さ
ん
、
日
本
哲
学
史
専
修
の
私
の
学
生
た
ち
の
協
力
に
よ
り
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
在
庫
が
す
べ
て
整
理
さ

れ
、
電
子
化
の
一
部
が
、
お
そ
ら
く
今
年
度
中
に
実
現
す
る
と
い
う
こ
ろ
ま
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
ま
た
ま
担
う
こ
と
に
な
っ

京
都
学
派
最
盛
期
の
『
哲
学
研
究
』
を
支
え
た
中
井
正
一

上
　
原

　
麻
有
子



京
都
学
派
最
盛
期
の
『
哲
学
研
究
』
を
支
え
た
中
井
正
一

六
五

た
役
割
だ
が
、『
哲
学
研
究
』
の
歴
史
に
強
い
関
心
を
抱
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　

先
行
研
究
な
ど
で
、
す
で
に
何
度
と
な
く
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
ま
ず
は
雑
誌
発
足
の
事
情
や
編
集
体
制

な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

京
都
哲
学
会
と
『
哲
学
研
究
』

『
哲
学
研
究
』
創
刊
号
（
第
壹
卷
第
壹
册
第
壹
號
）
の
「
京
都
哲
學
會
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
京
都
哲
学
会
は
「
廣
義
ニ
於
ケ
ル
哲
學

の
研
究
及
其
普
及
」
を
目
的
と
し
た
学
会
で
あ
り（

2
）

、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
に
「
京
都
大
学
文
学
部
の
旧
哲
学
科
を
母
体
と
し
て

設
立
」
さ
れ
た
。
雑
誌
『
哲
学
研
究
』
は
、
同
年
四
月
一
日
に
創
刊
。
月
刊
誌
と
し
て
出
発
し
、
こ
の
年
の
う
ち
に
九
号
ま
で
刊
行
さ

れ
た
。
雑
誌
創
刊
の
目
的
は
、
若
手
研
究
者
の
論
文
発
表
の
場
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ（

3
）

。
　

編
集
体
制

創
刊
号
の
「
京
都
哲
學
會
規
則
」
に
は
、「
本
會
事
業
所
ヲ
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
内
ニ
置
ク
」（4
）

、「
本
會
ノ
事
業
ヲ
經
營
ス
ル
爲

メ
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
「
役
員
」
と
は
、「
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
哲
學
科
教
官
及
委
員
會
ニ
於
テ
推

薦
シ
タ
ル
者
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
委
員
（
若
干
名
）」
に
よ
り
委
員
会
が
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
「
委
員
會
ニ
於
テ
囑
託
」
す
る

「
書
記
（
一
名
）」
が
置
か
れ
た
。
編
集
は
、
こ
の
委
員
と
書
記
が
担
当
し
て
い
た
ら
し
い
。

ま
た
創
刊
号
の
記
載
を
見
る
と
、
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

委
員 

﹇
文
學
博
士
﹈
西
田
幾
多
郎
、
朝
永
三
十
郎
、
狩
野
直
喜
、
高
瀬
武
次
郎
、
松
本
文
三
郎
、
深
田
康
算
、
藤
井
健
治
郎
、

 
 

 

小
西
重
直

　

 
 

 

﹇
文
学
士
﹈
千
葉
胤
成
、
中
川
得
立（

5
）

、
植
田
壽
藏
、
深
田
武
、
米
田
庄
太
郎

書
記 

寶
嚴
方
治
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六
六

編
集
の
方
針

「
初
號
の
編
輯
に
就
き
」
に
よ
れ
ば
、「
本
誌
は
原
則
と
し
て
、
最
低
百
十
二
頁
か
ら
最
高
百
二
十
八
頁 

迄
位
の
中
に
論
説
、
雜

録
、
彙
報
、
内
外
哲
学
界
の
近
況
、
新
著
紹
介
な
ど
を
適
宜
に
排
置
す
る
方
針
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
は
、
論
文
の
分
量
は
予
想

以
上
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
号
は
「
論
説
の
紙
數
が
大
分
豫
定
を
超
過
し
た
爲
め
に
、
已
む
を
得
ず
雜
録
以
下

の
場
所
を
狹
め
る
事
と
し
た
」
と
い
う
。

編
集
者
の
努
力

編
集
の
負
担
は
大
変
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
編
集
担
当
者
等
に
よ
る
回
顧
録
に
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
知

ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
澤
瀉
久
敬
が
、
一
九
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
哲
学
研
究
』
に
「
第
五
五
〇
号
発
行
を
祝
し
て（

6
）

」
と
い
う

エ
ッ
セ
ー
を
寄
稿
し
て
お
り
、
そ
こ
に
記
し
た
彼
の
記
憶
を
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
引
く
。「
日
本
の
哲
学
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し

た
本
誌
を
、
蔭
に
あ
っ
て
育
て
上
げ
た
歴
代
の
編
集
者
の
苦
労
は
、
一
般
読
者
の
想
像
以
上
で
あ
っ
た
と
思
う
。
私
が
学
生
時
代
特
に

親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
中
井
正
一
さ
ん
が
『
哲
学
研
究
』
の
編
集
に
傾
け
ら
れ
た
努
力
と
熱
情
は
、
ひ
し
ひ
し
と
私
に
も
感
じ
ら
れ

た
。
日
本
の
哲
学
は
『
哲
学
研
究
』
が
引
き
受
け
た
と
の
気
概
に
中
井
さ
ん
は
燃
え
て
い
た
。
そ
れ
は
同
氏
一
人
の
こ
と
で
は
な
い
。

歴
代
の
編
集
者
は
誰
も
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
現
在
本
誌
の
編
集
者
は
酒
井
修
教
授
で
あ
る
…
、
私
が
以
前
に
編
集
者
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
幾
度
と
な
く
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
書
面
に
窺
わ
れ
る
教
授
の
ご
苦
労
や
ご
努
力
は
、
お
そ
ら
く
他
の
教
授
が
た
の
推

察
を
遙
か
に
越
え
る
も
の
と
私
は
思
っ
て
い
る
」。

二
　
編
集
者
、
中
井
正
一

　

澤
瀉
の
言
葉
の
中
に
、
中
井
正
一
の
名
前
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
編
集
者
、
中
井
と
彼
が
見
た
編
集
の
実
状
に
つ
い
て
報
告
す

る
。



京
都
学
派
最
盛
期
の
『
哲
学
研
究
』
を
支
え
た
中
井
正
一

六
七

編
集
担
当
期
間

情
熱
を
も
っ
て
編
集
に
尽
力
し
た
中
井
が
編
集
者
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
、
一
九
二
五
年 

（
大
正
十
四
年
四
月
） 

の
百
九
号 

（
推
定
）

か
ら
一
九
三
七
年 

（
昭
和
十
二
年
十
月
） 

の
第
二
五
九
号
刊
行
ま
で
の
期
間
で
あ
っ
た
と
い
う
。
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒

業
し
た
一
九
二
五
年
、『
哲
学
研
究
』
の
編
集
主
任
と
な
っ
た
恩
師
、
深
田
康
算
か
ら
、
中
井
は
「
事
務
」
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
、
前
任

者
の
高
坂
正
顕
か
ら
引
き
つ
ぐ（

7
）

。
そ
の
後
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
深
田
没
後
も
何
代
か
の
編
集
主
任
に
仕
え
た
。

中
井
は
、
一
九
五
一
年
二
月
発
行
の
第
四
百
号
に
「
回
顧
十
年
―
思
い
い
ず
る
ま
ま
に
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
を
寄
せ
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
…
卒
業
し
た
ば
か
り
の
私
に
は
、
そ
れ
が
い
か
に
重
大
な
学
界
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
の
か
何
も
知
ら
ず
に
、
た
だ
つ

つ
し
ん
で
命
を
受
け
た
ま
で
で
あ
っ
た
。
…
数
代
の
編
集
主
任
に
つ
か
え
な
が
ら
、
夢
の
よ
う
に
過
ご
し
た
。
昭
和
一
二
年
の
反

フ
ァ
ッ
シ
ョ
運
動
弾
圧
に
連
座
し
、
中
立
売
署
の
特
高
主
任
の
室
で
、
い
ろ
い
ろ
の
辞
表
を
書
く
時
、
こ
の
『
哲
学
研
究
』
の
辞
表
だ

け
は
つ
ら
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
自
分
の
骨
身
に
喰
い
込
ん
で
い
た
か
と
、
ひ
そ
か
に
涙
ぐ
ん
だ（

8
）

」。
重
責
で
あ
る
編
集
の
仕
事
が
、
中

井
の
存
在
自
体
と
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
中
井
の
哲
学
研
究
と
も
一
体
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
わ
せ
る
文
章
だ
。

こ
れ
は
、
他
の
編
集
経
験
者
ら
に
と
っ
て
も
似
た
よ
う
な
も
の
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
澤
瀉
は
「
わ
が
子
の
よ
う
に
本
誌
が
い
と
し

い
」
と
書
い
て
い
る
。「
八
年
間
、
自
分
の
研
究
は
全
く
停
止
し
、『
哲
学
研
究
』
の
編
集
に
文
字
通
り
専
念
し
た
」。
期
日
通
り
に
論

文
が
提
出
さ
れ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
一
度
は
、
澤
瀉
自
身
が
埋
め
合
わ
せ
の
た
め
の
論
文
を
一
つ
、「
二
十
四
時
間
で
書
き

上
げ
た
」
の
だ
と
い
う
。
あ
る
い
は
、
執
筆
者
宅
へ
「
上
り
込
み
、
座
敷
に
正
座
し
た
ま
ゝ
で
夜
を
徹
し
」
原
稿
を
待
っ
た
と
も（

9
）

。
ま

さ
に
本
誌
刊
行
最
優
先
で
生
活
し
て
い
た
様
子
が
、
垣
間
見
ら
れ
る
。

中
井
正
一
が
「
京
都
哲
學
會
役
員
」
の
リ
ス
ト
に
名
を
連
ね
た
の
は
一
九
三
七
年
ま
で
で
あ
り
、
翌
年
の
号
に
は
も
う
そ
の
名
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
寂
し
い
か
ぎ
り
だ
。
中
井
が
「『
哲
学
研
究
』
を
去
っ
た
」
理
由
は
、
治
安
維
持
法
違
反
の
疑
い
で
検
挙

さ
れ
、「
三
年
間
自
由
を
失
」
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
京
大
文
学
部
講
師
の
職
を
解
雇
さ
れ
た
。
ま
た
「
学
界
」
か
ら
も



哲
学
研
究

　
第
六
百
五
号

六
八

「
追
放
」
さ
れ
、「
俗
塵
へ
の
顚
落
、
さ
ら
に
…
遠
く
京
都
の
地
を
流
離
し
て
し
ま
っ
た
」
の
で
あ
る（

10
）

。

こ
こ
で
、
中
井
が
編
集
を
担
当
し
て
い
た
時
期
を
中
心
に
彼
の
略
歴
を
見
て
お
こ
う
。
哲
学
研
究
者
、
時
代
の
先
を
ゆ
く
美
学
の
提

唱
者
、
社
会
運
動
の
中
に
入
り
込
ん
だ
活
動
家
、
そ
し
て
何
よ
り
「
雑
誌
編
集
者
」
と
い
う
顔
を
も
つ
中
井
の
活
動
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。

中
井
正
一
（
一
九
〇
〇
‐
一
九
五
二
）
の
略
歴（

11
）

一
九
二
二
年 

 
 

 
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学 

（
文
学
部
） 

哲
学
科 

（
美
学
専
攻
） 

に
入
学
。
指
導
教
授
は
深
田
康
算
。

一
九
二
五
年 

 
 

 
 

同
大
学
卒
業
。
卒
業
論
文
「
カ
ン
ト
判
断
力
批
判
の
研
究
」
を
提
出
後
、
大
学
院
に
進
学
。
京
大
哲
学
会
委
員

を
嘱
託
さ
れ
、
一
九
三
七
年
ま
で
『
哲
学
研
究
』
の
編
集
者
を
務
め
る
。

一
九
二
九
年 

 
 

 

「
機
械
美
の
構
造
」
が
岩
波
の
『
思
想
』
に
掲
載
さ
れ
る
。

一
九
三
〇
年 

 
 

 

雑
誌
『
美
・
批
評
』
を
創
刊
。
色
彩
映
画
『
海
の
詩
』、
16
ミ
リ
映
画
『
十
分
間
の
思
索
』
な
ど
を
多
数
製
作
。

一
九
三
三
年 

 
 

 
 

京
都
帝
国
大
学
で
瀧
川
事
件
が
起
こ
る
。
中
井
は
文
学
部
を
中
心
と
し
た
学
生
の
抵
抗
組
織
の
中
心
と
な
る
。

抵
抗
運
動
挫
折
後
、
新
た
な
同
人
を
加
え
て
第
二
次
『
美
・
批
評
』
を
発
行
。「
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
文
化
情
報
」

欄
を
一
つ
の
力
点
と
す
る
。

　

一
九
三
四
年 

 
 

 

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
に
就
任
。

一
九
三
五
年 

 
 

 

『
美
・
批
評
』
を
「
拡
大
・
発
展
」
さ
せ
た
『
世
界
文
化
』
を
創
刊
。
中
井
は
編
集
者
の
一
人
。

一
九
三
六
年 

 
 

 
 『

土
曜
日
』（
週
間
新
聞
）
の
創
刊
。
市
民
・
勤
労
者
の
た
め
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
、「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
同
人
グ

ル
ー
プ
的
文
化
新
聞（

12
）

」。
中
井
は
責
任
者
の
一
人
。

　

一
九
三
六
年 

 
 

 
 

中
井
の
哲
学
研
究
を
代
表
す
る
論
文
で
あ
る
「
委
員
会
の
論
理
」
を
『
世
界
文
化
』
一
月
号
―
三
月
号
に
発
表
。



京
都
学
派
最
盛
期
の
『
哲
学
研
究
』
を
支
え
た
中
井
正
一

六
九

一
九
三
七
年
十
一
月 

 『
世
界
文
化
』『
土
曜
日
』
等
の
活
動
が
、
反
戦
・
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
文
化
人
民
戦
線
運
動
で
あ
る
と
し
て
、
治
安

維
持
法
違
反
の
疑
い
に
よ
り
検
挙
さ
れ
る
。
　

一
九
四
〇
年 

 
 

 

懲
役
二
年
、
二
年
間
執
行
猶
予
の
判
決
を
受
け
る
。
　
　

一
九
四
八
年 

 
 

 

国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
に
就
任
。

一
九
五
二
年 

 
 

 

激
務
と
心
労
の
た
め
胃
癌
で
死
去
。
享
年
五
十
二
歳
。

中
井
の
編
集
と
執
筆

こ
こ
で
は
、
雑
誌
編
集
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
編
集
者
、
中
井
の
記
述
か
ら
探
る
。
当
時
の
『
哲
学

研
究
』
の
特
徴
が
、
そ
こ
に
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

中
井
は
、「
回
顧
十
年
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
一
〇
年
間
の
編
集
で
思
い
出
と
な
ら
な
い
論
文
は
な
い
く
ら
い
、
一
つ
一

つ
精
選
も
し
ま
た
憎
ま
れ
も
し
た（

13
）

」。
こ
の
言
葉
か
ら
、
寄
稿
数
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
時
期
、
受
け
取
っ
た
論
文
を
す
べ
て
掲
載

で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
採
用
す
べ
き
も
の
を
精
選
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
一
種
の
査
読
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い（

14
）

。

ま
た
、
舩
山
信
一
の
回
顧
、「『
哲
学
研
究
』
と
私
の
係
わ
り
合
い
」
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
、
希
望
者
が
論
文
掲
載
を
依
頼
す
る
ケ
ー
ス

も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
舩
山
は
「
私
が
次
々
と
論
文
を
持
ち
込
む
の
で
中
井
氏
は
「
ま
た
か
」
と
困
惑
を
示
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
突
き
返
さ
れ
た
り
、
没
に
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る（

15
）

。

さ
て
、
一
九
二
一
年
よ
り
ド
イ
ツ
へ
留
学
中
の
三
木
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
刊
行
以
前
、
一
九
二
六
年
に
逸
早
く
、

「
問
の
構
造
―
解
釈
学
的
研
究
」
を
投
稿
し
て
き
た（

16
）

。
中
井
は
こ
う
回
顧
し
て
い
る
。「『
問
の
構
造
』
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
そ
の
斬
新

さ
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
驚
倒
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
が
、「“Sein und Zeit” 
が
数
ヵ
月
後
に
手
に
入
っ
て
み
る
と
、
そ
の
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
何
か
く
や
し
い
思
い
を
し
た
も
の
で
あ
る（

17
）

」。
こ
の
言
葉
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
か
。



哲
学
研
究

　
第
六
百
五
号

七
〇

三
木
に
よ
る
「
問
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
展
開
は
、『
存
在
と
時
間
』
の
中
で
は
、
第
二
節
「
存
在
へ
の
問
い
の
形
式
的
構
造
」
に
対

応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
嶺
秀
樹
に
よ
れ
ば
、「
問
の
構
造
」
は
、
遡
っ
て
、
三
木
が
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
聴
講
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
「
一
九
二
三
―
二
四
年
冬
学
期
の
講
義
」
に
、「
全
面
的
に
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
…
依
拠
し
て
い
る
」。
日
本
で
の
三
木
周
囲
の
反
応

は
、「
問
の
構
造
」
は
、
一
九
二
七
年
発
表
の
「
解
釈
学
的
現
象
学
の
基
礎
概
念
」（『
思
想
』
第
六
十
三
号
）
と
も
併
せ
て
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
「
人
間
的
現
存
在
」
の
思
想
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
出
さ
れ
て
い
る
が
、
三
木
の
独
自
性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
捉
え
方
で

あ
っ
た
よ
う
だ（

18
）

。
若
手
哲
学
者
同
士
、
相
手
の
研
究
動
向
が
気
に
な
る
の
は
当
然
で
、
中
井
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
最
先
端
の
思
索

を
発
表
し
よ
う
と
し
た
三
木
に
先
を
越
さ
れ
た
、
と
い
う
競
争
心
に
駆
ら
れ
た
で
あ
ろ
う（

19
）

。
そ
れ
を
後
年
、「
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
の
よ
う

な
も
の
」
と
美
し
く
表
現
し
た
の
だ
。

一
方
、
中
井
は
、
当
時
日
本
で
は
「
三
ヵ
月
を
争
う
ほ
ど
、
学
界
の
動
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
東
京
に
負
け
ま
い
と
い
う
若
い

も
の
た
ち
の
張
気
は
、
日
に
日
に
進
む
こ
の
学
界
の
勢
い
を
反
映
し
て
い
た
と
い
え
る
」
と
書
い
て
い
る（

20
）

。
京
都
学
派
の
哲
学
者
ら

が
、
東
京
大
学
の
哲
学
界
を
ラ
イ
バ
ル
視
し
て
い
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
東
京
と
京
都
の
両
哲
学
界
の
間
に
は
、
現
代
で
は
感
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
競
争
が
あ
り
、
編
集
の
舞
台
裏
を
知
る
中
井
は
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「『
哲
学
研
究
』
の
編
集
委
員
で
あ
り
優
秀
な
論
文
を
発
表
す
る
少
壮
美
学
者（

21
）

」
と
し
て
知
ら
れ
た
中
井
は
、
か
な
り
精
力
的
に
執
筆

も
し
た
。
以
下
、
編
集
担
当
期
間
中
、『
哲
学
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
井
の
論
文
と
書
評
を
示
す
。

論
文「

カ
ン
ト
第
三
批
判
序
文
前
稿
に
つ
い
て
」（
一
三
六
号
、
一
九
二
七
年
七
月
号
）、「
言
語
」（
一
三
八
号
、
一
九
二
七
年
九
月
号
一

四
五
号
、
一
九
二
八
年
四
月
号
）、「
発
言
型
態
と
聴
取
型
態
並
に
そ
の
芸
術
的
展
望
」（
一
五
五
号
、
一
九
二
九
年
二
月
号
）、「
意
味

の
拡
延
方
向
並
に
そ
の
悲
劇
性
」（
一
六
七
号
、
一
九
三
〇
年
二
月
号
）、「
機
能
概
念
の
美
学
へ
の
寄
与
」（
一
七
六
号
、
一
九
三
〇
年

十
一
月
号
）、「
カ
ン
ト
に
於
け
るK

ritik

とD
oktrin

の
記
録
に
つ
い
て
」（
一
八
三
号
、
一
九
三
一
年
六
月
号
）



京
都
学
派
最
盛
期
の
『
哲
学
研
究
』
を
支
え
た
中
井
正
一

七
一

こ
こ
に
カ
ン
ト
の
『
判
断
力
批
判
』
に
関
す
る
研
究
が
二
つ
あ
る
が
、
一
三
六
号
掲
載
の
カ
ン
ト
論
は
、
中
井
の
学
界
デ
ビ
ュ
ー
作

で
あ
る
。
こ
の
研
究
が
生
ま
れ
た
背
景
を
見
て
お
こ
う
。
ド
イ
ツ
で
は
『
判
断
力
批
判
』
の
「
序
文
前
稿
」
が
初
め
て
完
全
版
と
な

り
、
こ
れ
を
収
め
た
カ
ッ
シ
ー
ラ
編
集
の
新
版
『
カ
ン
ト
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
カ
ッ
シ
ー
ラ
の
『
カ
ン
ト
の
生
涯
と
学

説
』（
一
九
二
三
年
）
は
、
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
世
界
で
は
重
視
さ
れ
た
。
一
方
、
京
都
大
学
で
は
、
カ
ン
ト
学
者
の
権
威
と
さ

れ
て
い
た
田
辺
元
が
、『
判
断
力
批
判
』
を
主
に
扱
っ
た
『
カ
ン
ト
の
目
的
論
』（
一
九
二
四
年
）
を
出
版
し
、「
学
界
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
」。
ま
た
深
田
は
、
岩
波
書
店
刊
行
の
『
カ
ン
ト
全
集
』
に
所
収
さ
れ
る
予
定
の
『
判
断
力
批
判
』
の
翻
訳
を
準
備
し
て

い
た（

22
）

。
中
井
は
、
当
時
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
「
カ
ン
ト
の
第
三
批
判
序
文
前
稿
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
、

「
言
語
」
と
「
発
現
型
態
」
は
、
一
九
三
六
年
に
発
表
さ
れ
る
「
委
員
会
の
論
理
」
を
準
備
す
る
論
文
と
見
な
さ
れ
る
。「
意
味
の
拡

延
」
は
中
井
の
芸
術
・
技
術
論
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
「
機
能
概
念
」
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
の
「
機
能
概
念
」
を
再
解
釈
し
た
論
文
で
、

中
井
の
新
し
い
美
学
、
技
術
論
展
開
の
基
礎
を
作
っ
た
。

書
評
﹇「
新
刊
紹
介
」
の
欄
﹈

「
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
著
『
悲
劇
美
の
美
学
』﹇
金
田
廉 

訳
﹈（
一
一
四
号
、
一
九
二
五
年
九
月
号
）、「
三
木
清
著
『
パ
ス

カ
ル
に
お
け
る
人
間
の
研
究
』（
一
二
五
号
、
一
九
二
六
年
八
月
号
）、「
戸
坂
潤
著
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
論
理
学
』」（
一
七
三
号
、
一

九
三
〇
年
八
月
号
）、「
宗
藤
圭
三
著
『
統
計
学
原
理
』」（
一
八
三
号
、
一
九
三
一
年
六
月
号
）、「
柴
田
寅
三
郎
編
『
手
島
堵
庵
全
集
』」

（
一
八
三
号
、
一
九
三
一
年
六
月
号
）、「
田
辺
元
著
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
弁
証
法
』」（
一
九
三
号
、
一
九
三
二
年
四
月
号
）、「
三
木
清

著
『
歴
史
哲
学
』」（
一
九
四
号
、
一
九
三
二
年
五
月
号
）、「
亀
井
高
孝
・
野
上
豊
一
郎
・
石
原
純
編
『
岩
波 

西
洋
人
名
辞
典
』（
二
〇

五
号
、
一
九
三
三
年
四
月
号
）

第
一
八
三
号
に
は
、
カ
ン
ト
論
と
書
評
二
本
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
注
目
し
た
い
。
中
井
は
「
三
ヵ
月
を
争
う
」

動
き
の
速
い
学
界
の
中
で
、
優
れ
た
研
究
を
迅
速
に
選
別
す
る
編
集
者
の
才
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、



哲
学
研
究

　
第
六
百
五
号

七
二

『
パ
ス
カ
ル
に
お
け
る
人
間
の
研
究
』（
一
九
二
六
年
六
月
）
の
書
評
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
を
創
始
者

と
す
る
解
釈
学
、
し
か
も
彼
が
い
ま
だ
そ
れ
に
つ
い
て
の
著
書
を
も
っ
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
る
本
書
は
、
日

本
に
お
け
る
彼
の
方
法
に
つ
い
て
の
最
初
の
紹
介
書
で
あ
る
誇
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
純
粋
意
識
、
あ
る

い
は
純
粋
知
覚
の
ご
と
き
抽
象
的
概
念
に
疲
れ
は
じ
め
た
、
日
本
の
若
き
思
惟
者
た
ち
に
贈
ら
れ
た
る
こ
の
贈
物
が
、
は
た
し
て
い
か

に
受
け
い
れ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
深
い
興
味
を
も
た
ず
に
い
ら
れ
な
い（

23
）

」。
　

三
　『
哲
学
研
究
』
と
京
都
大
学

田
中
美
知
太
郎
の
回
想
、「『
哲
研
』
に
書
い
た
も
の
」
に
よ
れ
ば
、﹇
お
そ
ら
く
一
九
一
〇
年
代
後
半
に
は
そ
う
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
が
﹈、「
当
時
の
京
都
大
学
は
哲
学
の
メ
ッ
カ
の
観
が
あ
り
、
機
関
誌
の
『
哲
学
研
究
』
は
言
わ
ば
晴
の
舞
台
と
し
て
全
国
的
な

注
目
を
集
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
」。
そ
し
て
田
中
の
よ
う
に
、
若
者
た
ち
は
書
店
で
﹇
田
中
の
場
合
は
東
京
の
書
店
で
﹈、「『
哲
研
』
を

手
に
し
、
講
義
題
目
や
卒
論
の
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
」、
京
都
大
学
を
選
び
、
そ
こ
で
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い（

24
）

。

『
哲
学
研
究
』
は
、
研
究
論
文
発
表
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
哲
学
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
提
供
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
と
言

え
る
。
哲
学
界
を
活
性
化
し
、
京
大
へ
若
者
を
ひ
き
つ
け
る
た
め
の
媒
体
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

編
集
者
、
中
井
が
い
た
頃
の
京
都
の
学
界

「
こ
の
一
〇
年
間
の
京
都
の
学
界
は
、
ま
こ
と
に
百
花
撩
乱
の
時
代
で
も
あ
っ
た
」
と
、
中
井
は
振
り
返
る
。
一
九
二
八
年
に
、
西

田
幾
多
郎
は
定
年
退
職
。
中
井
は
、
以
下
の
よ
う
な
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
深
田
康
算
、
朝
永
三
十
郎
、
波
多
野
精
一
、
藤
井
謙
治

郎
、
小
西
重
直
、
松
本
文
三
郎
と
い
う
教
授
陣
の
も
と
、「
少
壮
気
鋭
の
助
教
授
講
師
陣
、
天
野
貞
祐
、
田
辺
元
、
和
辻
哲
郎
、
山
内

得
立
、
植
田
寿
蔵
、
小
島
祐
馬
、
九
鬼
周
造
」
が
「
星
の
ご
と
く
輝
」
き
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
若
手
に
「
三
木
清
、
戸
坂
潤
、
西
谷
啓
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治
、
高
坂
正
顕
、
木
村
素
衛
ら
」
が
、
そ
の
下
の
世
代
に
は
「
下
村
寅
太
郎
、
高
山
岩
男
、
真
下
信
一
、
淡
野
安
太
郎
」
ら
が
い
た
。

先
生
た
ち
の
家
に
集
ま
っ
て
は
議
論
を
し
た
の
だ
と
い
う
。
例
え
ば
、「
田
辺
博
士
の
土
曜
日
の
訪
問
日
は
、
き
ら
び
や
か
な
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
に
も
等
し
か
っ
た
」
と
中
井
は
書
い
て
い
る（

25
）

。

京
都
学
派
と
『
哲
学
研
究
』
に
と
っ
て
、
西
田
幾
多
郎
の
存
在
は
何
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
創
刊
号
の
巻
頭
を
飾
っ
た
の

が
、
西
田
の
長
篇
論
文
、「
現
代
の
哲
学
」
で
あ
っ
た
。
山
内
得
立
に
よ
れ
ば
、「
現
代
哲
学
の
特
色
が
鮮
や
か
に
描
出
せ
ら
れ
、
よ
く

ま
と
ま
っ
た
上
に
潑
剌
た
る
意
気
込
み
が
あ
っ
て
人
々
を
瞠
目
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
他
人
の
思
想
を
紹
介
す
る
に
も
や
は
り
自
分

に
何
も
の
か
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
先
生
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
」。
こ
こ
で
の
「
現
代
の
哲
学
」
と
は
、「
主
と

し
て
ド
イ
ツ
哲
学
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
新
カ
ン
ト
学
派
の
哲
学
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
取
上

げ
方
は
、
山
内
に
よ
れ
ば
「
西
田
教
授
を
以
て
嚆
矢
と
す
る
」。『
哲
学
研
究
』
の
創
刊
は
、
西
田
に
と
っ
て
も
「
一
転
期
を
な
し
た
」

の
で
あ
る
。『
善
の
研
究
』
の
思
想
的
背
景
に
あ
っ
た
の
は
「
主
と
し
て
英
米
の
心
理
学
」
で
あ
り
、
西
田
の
「
ド
イ
ツ
哲
学
の
本
格

的
な
研
究
が
初
ま
っ
た
」
の
は
、
京
大
着
任
（
一
九
一
〇
年
）
後
と
い
う
こ
と
に
な
る（

26
）

。

ま
た
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
、
西
田
哲
学
は
頂
点
に
達
し
て
い
た
。
哲
学
科
に
は
定
員
七
〇
を
超
え
る

志
願
者
が
あ
り
、
大
半
は
西
田
に
あ
こ
が
れ
た
「
純
哲
志
願
者
」
で
あ
っ
た
と
い
う（

27
）

。

四
　
西
田
・
田
辺
論
争

最
後
に
、
中
井
か
ら
見
た
田
辺
元
の
哲
学
と
西
田
・
田
辺
の
論
争
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
中
井
の
文
章
に
は
、
や
や
西
田
よ
り
田

辺
を
支
持
す
る
傾
向
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
田
辺
元
著
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
弁
証
法
』
の
書
評
に
お
い
て
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
即
物
弁
証
法
の
立
場
は
、
唯
物
弁
証
法
の
荒
い
い
ぶ
き
の
中
に
あ
っ
て
、
特
殊
の
立
場
と
し
て
今
後
の

弁
証
法
の
観
点
の
一
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
い
わ
ゆ
る
古
き
観
念
論
に
満
足
す
る
あ
た
わ
ず
、
さ
り
と
て
唯
物
論
に
も



哲
学
研
究

　
第
六
百
五
号

七
四

趨
く
あ
た
わ
ざ
る
、
進
歩
的
に
し
て
し
か
も
抽
象
を
避
け
ん
と
欲
す
る
青
年
思
想
家
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
一
つ
の
帰
着
点
で
あ
り
、
ま

た
一
つ
の
出
発
点
と
も
な
る
で
あ
ろ
う（

28
）

」。
　

中
井
は
、「
絶
対
無
」
を
め
ぐ
る
西
田
・
田
辺
論
争
の
要
点
を
回
想
し
て
い
る
。「
西
田
先
生
の
教
を
仰
ぐ
」
が
、
一
九
三
〇
年
、

『
哲
学
研
究
』
第
一
七
〇
号
に
発
表
さ
れ
た
。
中
井
に
よ
れ
ば
、
田
辺
は
次
の
よ
う
な
疑
問
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。「﹇
西
田
博
士
の
﹈

絶
対
無
の
自
己
限
定
の
立
場
が
窮
極
に
お
い
て
発
出
主
義
に
導
く
恐
れ
な
き
か
、
哲
学
は
か
か
る
絶
対
観
照
の
直
観
に
対
応
す
る
構
成

を
避
け
て
、
二
元
相
対
の
統
一
化
の
過
程
的
立
場
に
留
ま
り
、
絶
対
的
な
る
も
の
は
た
だ
理
念
と
し
て
要
請
せ
ら
れ
る
ほ
か
な
き
に
あ

ら
ざ
る
か（

29
）

」。
し
か
し
、
西
田
は
こ
れ
に
答
え
ず
、
翌
年
の
『
哲
学
研
究
』
第
一
八
四
号
で
、
絶
対
無
に
つ
い
て
「
わ
れ
わ
れ
の
自
己

は
自
己
の
中
に
時
を
包
み
、
各
人
は
各
人
の
時
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
中
井
の
理

解
で
あ
る
が
、
西
田
博
士
は
、
田
辺
博
士
の
「
肉
迫
と
対
決
」
に
対
し
て
「
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る（

30
）

」。

西
田
の
「
体
系
」（
一
般
者
の
自
覚
的
体
系
）
に
対
し
て
、
田
辺
は
「
行
為
の
媒
介
」
と
い
う
概
念
を
立
て
た
。
そ
れ
は
、
一
九
三

七
年
の
『
哲
学
研
究
』
第
二
五
九
号
に
寄
稿
し
た
、「
種
の
論
理
の
意
味
を
明
に
す
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
中
井
の
関
心
は
、
田
辺
の

説
明
の
次
の
点
に
あ
っ
た
。「
行
為
は
…
表
現
的
存
在
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
…
。
実
存
哲
学
に
お
け
る
無
が
、
解
釈
せ
ら

れ
た
る
無
で
あ
り
、
行
為
は
決
断
の
可
能
に
と
ど
ま
る
」
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
行
為
の
媒
介
が
肯
定
否
定
の
間
を
統
一
す
る
に
よ
っ

て
、
論
理
の
概
念
が
存
在
の
形
成
原
理
と
な
る
」。

中
井
は
こ
の
「
行
為
の
媒
介
」
と
い
う
問
題
を
評
し
て
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対
し
て
、
政
治
実
践
に
行
為
を
も
っ
て
つ
っ
込
ん
で

い
た
少
壮
の
学
徒
に
と
っ
て
は
、
一
つ
の
大
い
な
る
示
唆
の
意
味
す
ら
も
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
田
辺
の
「
否
定
の

深
淵
を
越
え
さ
せ
る
何
ら
か
の
媒
介（

31
）

」
と
い
う
疑
問
に
、
死
に
よ
っ
て
応
え
た
の
が
、「
行
為
し
て
、
無
に
躍
入
し
た
三
木
清
と
戸
坂

潤
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
彼
ら
の
死
は
媒
介
で
あ
っ
た
と
、
中
井
は
理
解
し
た
の
で
は
な
い
か
。

中
井
自
身
は
、「
こ
の
論
文
の
校
正
を
最
後
に
」、
京
都
を
離
れ
た
。
私
が
田
辺
の
「
行
為
の
媒
介
」
な
ど
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に



京
都
学
派
最
盛
期
の
『
哲
学
研
究
』
を
支
え
た
中
井
正
一

七
五

紙
幅
を
割
い
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、「
委
員
会
の
論
理
」
で
展
開
さ
れ
た
集
団
主
体
の
立
場
と
独
自
な
弁
証
法

に
は
、
田
辺
の
弁
証
法
と
媒
介
の
思
想
が
深
く
影
響
し
て
い
る
。
中
井
は
、
哲
学
者
と
し
て
ま
た
編
集
者
と
し
て
、
西
田
・
田
辺
論
争

を
「
悲
壮
な
る
思
い
」
で
見
守
っ
た
の
だ
。
中
井
は
、
三
木
、
戸
坂
と
は
異
な
る
方
法
で
、
つ
ま
り
「
委
員
会
の
論
理
」
と
い
う
哲
学

論
文
を
通
し
て
、
田
辺
が
西
田
に
向
け
て
発
し
た
「
行
為
の
媒
介
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

注

 

（
1
）　
雑
誌
に
は
『
哲
學
研
究
』
と
旧
漢
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
新
漢
字
を
採
用
す
る
。

 

（
2
）　『
哲
学
雑
誌
』
の
刊
行
目
的
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
高
峰
一
愚
「『
哲
学
研
究
』
回
顧
」（『
哲
学
研
究
』
五
百
五
十
号
、
六
〇

八
）
を
参
照
。
高
橋
は
一
九
三
〇
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
。
帝
京
大
学
教
授
。
日
本
カ
ン
ト
協
会
委
員
長
。
こ
の
「
回
顧
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
東
京
大
学
哲
学
科
第
一
回
卒
業
生
井
上
円
了
の
奔
走
に
よ
っ
て
明
治
二
十
年
二
月
『
哲
学
会
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
た
時
、
哲
学

会
々
頭
加
藤
弘
之
は
…
「
各
派
其
学
会
を
設
立
し
て
相
い
競
争
す
る
如
き
は
固
よ
り
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
事
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
是
を
以
て
今
日
に
於
て
は

印
度
哲
学
者
も
支
那
哲
学
者
も
西
洋
哲
学
者
も
皆
相
合
し
て
此
一
哲
学
会
を
組
成
し
て
其
中
に
於
て
互
に
相
研
究
す
る
を
以
て
足
れ
り
と
せ
ざ
る
を
得
ざ
る

な
り
云
々
」
と
言
っ
た
。『
哲
学
会
雑
誌
』
は
五
年
後
『
哲
学
雑
誌
』
と
改
称
さ
れ
月
刊
雑
誌
と
し
て
昭
和
二
十
年
一
月
ま
で
続
い
た
。
…
「
各
派
其
学
会

を
設
立
し
て
相
い
競
争
す
る
」
気
運
は
数
十
年
を
待
た
ず
し
て
将
来
せ
し
め
ら
れ
た
」。

　

 

（
3
）　「
京
都
哲
學
会
の
ペ
ー
ジ
」（http://w

w
w

.bun.kyoto-u.ac.jp/w
estern_philosophy/w

ph-kps_top_page/

）
朝
永
三
十
郎
「『
哲
学
研
究
』
の
発
足
」

（
第
四
百
号
）。「
座
談
会

　
京
都
の
哲
学
と
『
哲
学
研
究
』」（
第
六
百
号
）、
八
十
九
。

 

（
4
）　「
文
科
大
学
」
は
正
式
名
で
あ
る
が
、
通
常
「
文
学
部
」
と
呼
ば
れ
る
。

 

（
5
）　
山
内
得
立
の
こ
と
で
あ
る
。
中
川
は
旧
姓
。

 

（
6
）　『
哲
学
研
究
』
第
五
百
五
十
号
、
六
〇
二
。

 

（
7
）　
中
井
正
一
「
回
顧
十
年
―
思
い
い
ず
る
ま
ま
に
」『
中
井
正
一
全
集
』（N

M
Z

）
第
一
巻
、
美
術
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
三
四
九
、
三
五
三
。

 

（
8
）　
同
右
、
三
四
九
―

三
五
〇
。



哲
学
研
究

　
第
六
百
五
号

七
六

 
（
9
）　『
哲
学
研
究
』
第
五
百
五
十
号
、
六
〇
二
―

六
〇
三
、
前
掲
。

 
（
10
）　N

M
Z

1

、
三
五
五
、
前
掲
。

 

（
11
）　「
中
井
正
一
略
年
譜
」（N

M
Z

4

、
一
九
八
一
年
、
三
七
二
―

三
七
五
）
か
ら
抜
粋
。

 

（
12
）　「『
土
曜
日
』
に
つ
い
て
」
で
久
野
収
が
使
っ
た
表
現
。
中
井
正
一
『
美
と
集
団
の
論
理
』
久
野
収
編
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
二
年
、
一
九
五
。

 

（
13
）　N

M
Z

1
、
三
五
一
。

 

（
14
）　『
哲
学
研
究
』
第
六
百
号
記
念
特
集
号
の
座
談
会
で
は
、「
査
読
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
話
題
に
上
っ
た
。
日
本
で
は
査
読
制
度
が
い
つ
か
ら
ど

の
よ
う
に
導
入
さ
れ
始
め
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
哲
学
研
究
』
や
『
哲
学
雑
誌
』
に
そ
の
嚆
矢
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
。

 

（
15
）　『
哲
学
研
究
』
第
五
百
五
十
号
、
六
〇
五
、
前
掲
。
　

 

（
16
）　『
哲
学
研
究
』
第
百
二
十
四
号
・
一
九
二
六
年
七
月
、
第
百
二
十
八
号
・
一
九
二
六
年
十
一
月
に
掲
載
。
こ
れ
は
、『
哲
学
研
究
』
第
五
百
号
記
念
特
集

号
の
「
哲
学
研
究
総
目
次
（
自
第
一
巻

　
至
第
四
十
三
巻
）
附

　
執
筆
者
別
索
引
」
で
確
認
し
た
。
し
か
し
『
三
木
清
全
集
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九

六
六
年
）
の
「
後
記
」
で
は
、
各
号
そ
れ
ぞ
れ
「
大
正
十
五
年
九
月
、
お
よ
び
昭
和
二
年
一
月
号
」
に
掲
載
と
さ
れ
て
い
る
。

 

（
17
）　N

M
Z

1

、
三
五
一
。

 

（
18
）　
嶺
秀
樹
「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
若
き
三
木
清
」『
人
文
論
究
』
68
―
3
、
関
西
学
院
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
二
〇
一
八
年
、
四
―

九
。

 

（
19
）　
嶺
は
三
木
の
思
索
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
お
よ
び
「
一
九
二
三
―
二
四
年
冬
学
期
の
講
義
」
に
照
ら
し
て
仔
細
に
比
較
検
討
し
、
個
人
的

に
お
そ
ら
く
入
手
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
講
義
録
の
活
用
に
つ
い
て
、
そ
の
曖
昧
な
と
こ
ろ
を
突
い
て
い
る
。
三
木
の
「
問
の
視
点
を
導
く
も
の
」
と
し
て
の

「
関
心
」
の
論
じ
方
は
、「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
講
義
の
中
で
「
関
心
の
特
徴
的
契
機
」
が
分
析
さ
れ
る
箇
所
（
第
一
二
節
）
に
か
な
り
対
応
し
て
お
り
、
三
木

の
議
論
が
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
剽
窃
と
し
て
疑
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
嶺
、
同
右
、
八
）。
出
典
を
明
記
す
る
な
ど
の
学

術
的
習
慣
が
、
当
時
は
今
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
中
井
の
「
く
や
し
い
思
い
」
が
こ
の
「
剽
窃
」
へ
の
疑
い
を
も
含
意
し
て
い
た
と
は

言
え
な
い
が
、
想
像
し
て
み
た
く
は
な
る
。

 

（
20
）　N
M

Z
1

、
三
五
一
―

三
五
二
。

 

（
21
）　
酒
井
梯
（
国
立
国
会
図
書
館
顧
問
）「
副
館
長
就
任
ま
で
」『
付
録
』N

M
Z

4

、
一
九
八
一
年
、
十
七
。

 

（
22
）　
久
野
収
「
解
題
」N

M
Z

1

、
四
六
八
。



京
都
学
派
最
盛
期
の
『
哲
学
研
究
』
を
支
え
た
中
井
正
一

七
七

 
（
23
）　N

M
Z

1

、
三
六
四
―

三
六
五
。

 
（
24
）　『
哲
学
研
究
』
第
五
百
五
十
号
、
五
九
六
、
前
掲
。

 

（
25
）　N

M
Z

1

、
三
五
〇
。

 

（
26
）　
山
内
得
立
「「
哲
学
研
究
」
の
初
め
の
頃
」『
哲
学
研
究
』
第
五
百
号
、
二
七
五
―

二
七
六
。

 

（
27
）　
藤
田
貞
次
（
東
京
書
籍
取
締
役
）「『
美
・
評
論
』『
世
界
文
化
』『
土
曜
日
』
の
誕
生
前
後
」『
付
録
』N

M
Z

2

、
一
九
八
一
年
、
十
四
。

 

（
28
）　N

M
Z

1

、
三
七
九
―

三
八
〇
。

　

 

（
29
）　
中
井
「
田
辺
元
著
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
弁
証
法
』」N

M
Z

1

、
三
七
八
。

 

（
30
）　N

M
Z

1

、
三
五
二
―

三
五
三
。

 

（
31
）　
田
辺
は
「
種
の
論
理
の
意
味
を
明
に
す
」（『
田
辺
元
哲
学
選
』
Ⅰ
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
、
三
六
四
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
有
は

無
で
な
く
、
無
は
有
で
な
い
、
こ
の
否
定
の
深
淵
を
越
え
さ
せ
る
何
ら
か
の
媒
介
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
両
者
の
統
一
は
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
筈
が

無
い
」。

 

（
筆
者

　
う
え
は
ら
・
ま
ゆ
こ

　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
／
日
本
哲
学
）




